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テーマⅣ 魅力ある公園づくり 

～みんなで考える楽しい憩いの場～ 

意見交換の 

テーマ内容 

富士市には大小様々な公園があります。市民みんなが利用でき

る公園には子どもたちの楽しめる遊具や健康遊具などがあり、楽

しく憩える場となっています。 

市民の皆様にも身近に利用されている公園ですが、より多くの

人が楽しめる、魅力ある公園についてみんなで考えてみません

か。 

市民の意見等 ①あなたはどんな公園が好きですか？ 

［清潔な公園］、［手入れが楽な公園］ 

［安全な公園］ 

・公園の水飲み場からサビを含んだ水がでてくることがあった。 

［交流できる公園］ 

［思いっきり遊べる公園］ 

・昔の人の遊び(工芸、カルタ、紙芝居)を子供に伝えられる公園 

・グラウンドゴルフと子供の遊びが共存できる公園 

・ペットのみで使えるスペースがある公園 

②どんな公園に改善していったら良いでしょう？ 

［欲しいもの］ 

・倉庫やゲーム用具入れ（すぐに活動が始められるように） 

・水遊びのできる水場、自転車が乗れるスペース 

・親子などでランチができるベンチや授乳できる休憩室 

・大人用の鉄棒や腹筋などができる健康器具 

・寝転がりながら富士山が見られるような芝生広場 

・樹木や草花があり、季節の移り変わりが感じられる公園 

・洋式トイレ、Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉ、東屋などの日陰 

・コーヒースタンドやキッチンカー 

［安心安全］ 

・安全管理ボランティアを置いてほしい。 

・防災拠点として使える災害時に避難できる公園 

・安全で衛生的なトイレ 

・東屋のベンチに防災公園の役割を果たせるような機能を付加 

［こんなこともしたい］ 

・焚き火、バーベキューや花火を楽しみたい。 

・介護・病院関係者(専門学校の方でも)の協力で軽度認知症患者の

集いの場 

・ニューヨークのセントラルパークのように、楽器の練習をしたり、

ダンスの練習していたり、絵を描いている人がいたりするとよ

い。 
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［公園愛護会を身近なものに］ 

 公園愛護会に若い人(子供も含め)が入るようにするために 

 ・公園に(愛護会を説明する)看板を立てる。 

 ・インスタ等で広報する。 

 ・名称を変える。 

 ・公園に来るといいことがありそうな仕掛けをして若者を誘う。 

・地域の人が主体的に継続的に関われる仕組みをつくる。 

・できる人ができることをやっていくような機運の醸成 

・愛護会の補助金を増やす。 

［公共交通機関によるアクセスのしやすさ、駐車場の設置］ 

［みんなの公園とするために］ 

・公園改善委員会みたいな公園について意見を聞く会をつくり、そ

の意見をもとに、公園を整備したり造ったりする。 

・管理を地域(子供を含む)でしていく。 

・若い人たちに、これからの公園を考えてもらう。 

・高齢者も子供も利用しやすい多世代交流の場にする。 

・公園が併設された保育・幼稚園を造る。 

・インクルーシブな公園 

・各種外国語の案内があるとよい。 

・公園にテーマを持たせる。 

［市に言いたい］ 

・大きな木は手入れが大変なので、地域ごとの公園にはいらない。 

・学区に１つは大きな公園を造って欲しい。 

・全部の公園にトイレがある必要はない。 

・古い公園が多く遊具が古い。 

・遊具など誰が管理をするのか明確にしてほしい。 

・愛護会の必要性はあるのか。 

・いい公園がたくさんある。特に大きな公園は管理ができている 

・防災でも使うので、皆さんに理解してもらう。 

［その他］ 

・マイシティレポートで意見が言える富士市はすごい。 

・子供の育ちに遊びが大切ということを知らせる場も必要 

要望・提言等 

（まとめ） 

「②どんな公園に改善していったら良いでしょう？」の問いに、

多くの意見が出されました。これらの意見が反映され、地域が関

わりながら、誰もが気軽に訪れ、多様なニーズに応じたスポーツ

ができる、地域全体(特に年配の方と子供)のコミュニティの場と

なるような公園となること、また、定期的に公園について市民の

意見を聞く場の設置を求める等の要望がありました。 

 


